
 
 

 

 

 

 

至 学 館 大 学 
 

健康科学部 健康スポーツ科学科 

 

令和８年度 第３年次編入学者選抜試験 

 

 
 
 
 

＜注意事項＞ 

１.  解答用紙に受験番号を正しく記入しなさい。 

２. 問題冊子には、下書き用紙を含んでいます。 

３. 解答は必ず別冊の解答用紙に記入しなさい。 

４. この問題冊子は、2ページあります。試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ペ

ージの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に気付いた場合は、手を挙げて監

督者に知らせなさい。 

  ５．問題冊子の余白、下書き用紙は適宜利用してよい。 

  ６．不正行為について 

① 不正行為に対しては厳正に対処します。 

② 不正行為に見えるような行為が見受けられた場合は、監督者が注意します。 

③ 不正行為を行った場合は、その時点で受験を取りやめさせ退出させます。 

  ７．試験終了後、問題冊子は持ち帰りなさい。 
 

試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。 

小 論 文 



問題 1. 日本の現代社会とスポーツの諸課題について 600字以内で述べなさい。 
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健康スポーツ科学科 Vol.1 



問題 2. あなたが健康スポーツ科学の専門家として、孤立傾向にある（「孤食」や「ひきこ
もり」の状態にある）一人暮らしの若者の健康維持・増進を図るために、三つの言葉（運

動・栄養・休養）を効果的に関連付け、どのような総合的なアプローチが必要か、あな
たの考えを 600字以内で述べなさい。 
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健康スポーツ科学科 Vol.2 



 
 

 

 

 

 

至 学 館 大 学 
 

健康科学部 こども健康・教育学科 

 

令和８年度 第３年次編入学者選抜試験 

 

 
 
 
 

＜注意事項＞ 

１.  解答用紙に受験番号を正しく記入しなさい。 

２. 問題冊子には、下書き用紙を含んでいます。 

３. 解答は必ず別冊の解答用紙に記入しなさい。 

４. この問題冊子は、3ページあります。試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ペ

ージの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に気付いた場合は、手を挙げて監

督者に知らせなさい。 

  ５．問題冊子の余白、下書き用紙は適宜利用してよい。 

  ６．不正行為について 

① 不正行為に対しては厳正に対処します。 

② 不正行為に見えるような行為が見受けられた場合は、監督者が注意します。 

③ 不正行為を行った場合は、その時点で受験を取りやめさせ退出させます。 

  ７．試験終了後、問題冊子は持ち帰りなさい。 
 

試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。 

小 論 文 



問題． 次の文章を読み、以下の問題に答えなさい。 

 不登校とされる小中学生が 30 万人近くに上ることが、文部科学省による調査で分かった。

子ども一人一人の学びを支えるには学校の在り方を見直し、きめ細かい支援体制を整えなけ

ればならない。 

 年間 30日以上登校しない「不登校」の小中学生は 2022年度に 29万 9048人。11万 2千人

余りだった 10 年前から過去最多を更新し続け、コロナ禍の 20 年度から 10 万人以上増えた。

35人学級に 1人は不登校の子がいることになる。 

 学校側が挙げる不登校理由は児童生徒の「無気力、不安」が最多で過半数を占め、同省は

不登校を「コロナ禍で学校や家庭の環境が変わり、生活リズムが崩れやすい状況が続いた」

ためとする。 

 しかし、不登校はコロナ禍以前から増えており、適切な説明とは言えない。子どもがなぜ

無気力や不安にならざるを得なかったかを探ることが大切だ。 

 同省が 21 年に公表した調査報告書には児童生徒自身が回答した不登校のきっかけが記さ

れており、教員やほかの児童生徒との関係、勉強についていけないなど、学校由来の理由が

多数を占める。 

 不登校がただ本人の「無気力、不安」の問題として処理されてはならないことが読み取れ

る。学校の息苦しさが改善されない限り、不登校は増え続けるだろう。 

 問題は、急増する不登校の児童生徒の学びを支える態勢が圧倒的に不足していることだ。 

 不登校の児童生徒の中で、養護教諭や各地の教育支援センターなど学校内外の専門家に相

談したり指導を受けたりしていない子どもは 4 割近くに上る。こうした子どもたちは毎日ど

う過ごしているのか、心配せざるを得ない。 

 不登校でも教室以外の部屋なら登校できる子、自宅から出られない子などその姿はさまざ

まだ。 

 同省は、学校以外の居場所づくりやオンラインで学べる体制の強化に取り組むというが、

それだけでは不十分だ。 

 一人一人に合わせた学びの場をつくるためにはフリースクールを運営する民間団体への財

政支援、専門的に対応するスクールソーシャルワーカー増員などとともに、子どもと日々向

き合う現場の教員を増やすことも欠かせない。 

 子どもの「学習権」を守るためには、政府は必要な予算を惜しまず、自治体、学校、専門家

らと協力し合うことが必要だ。 

 
（中日新聞 2023 年 10月 18日（水）社説） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こども健康・教育学科 Vol.1 



問 1. 下線部の「適切な説明とは言えない」について、何がなぜ適切な説明とは言えない

のか本文中の言葉を使って 50 文字以内で答えなさい。 
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こども健康・教育学科 Vol.2 



問 2. 不登校の問題に適切に対応したり解決するために必要なことについて、あなたの

考えを 1000 字以上 1200 字以内で述べなさい。 
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こども健康・教育学科 Vol.4 



 
 

 

 

 

 

至 学 館 大 学 
 

健康科学部 体育科学科 

 

令和８年度 第３年次編入学者選抜試験 

 

 
 
 
 

＜注意事項＞ 

１.  解答用紙に受験番号を正しく記入しなさい。 

２. 問題冊子には、下書き用紙を含んでいます。 

３. 解答は必ず別冊の解答用紙に記入しなさい。 

４. この問題冊子は、4ページあります。試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ペ

ージの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に気付いた場合は、手を挙げて監

督者に知らせなさい。 

  ５．問題冊子の余白、下書き用紙は適宜利用してよい。 

  ６．不正行為について 

① 不正行為に対しては厳正に対処します。 

② 不正行為に見えるような行為が見受けられた場合は、監督者が注意します。 

③ 不正行為を行った場合は、その時点で受験を取りやめさせ退出させます。 

  ７．試験終了後、問題冊子は持ち帰りなさい。 

  

試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。 

小 論 文 



問題 1. 勝利至上主義と全国大会の必要性に関する考察について。 

  【背景と問題提起】 

近年、中学校・高校の部活動における指導者のパワーハラスメントや不適切な指導が社
会問題として頻繁に報じられています。その背景には、大会での「勝利」を絶対的な目標
とする勝利至上主義が根強く存在し、これが選手の心身の健康や自主性を犠牲にする土壌
を作っていると指摘されています。 
特に、多くの部活動が目指す「全国大会」は、指導者、選手、保護者、学校にとって大

きな目標であり、地域や学校のステータスと結びつきやすい側面があります。この全国大
会という目標設定が、指導の過熱化や不祥事の一因となっている可能性は否定できません。 
一方で、全国大会は選手にとってかけがえのない経験であり、目標に向かって努力する

過程は人間形成において重要な意味を持つという意見もあります。また、競技力の向上や、
次世代のトップアスリート育成の観点からも、一定の役割を果たしているとの見方もあり
ます。 

 

問． 上記背景を踏まえ、あなたは「中学校・高校の部活動における全国大会のシステム

は、現在の日本において本当に必要なのか」について、以下の点に留意しながら 600

字以内で論述しなさい。 

1. 全国大会が部活動にもたらす「功罪」を多角的に分析すること。 
※功罪：良い点，悪い点。 

2. 勝利至上主義の是正と、教育的価値の最大化という観点から、全国大会の「廃止」「維
持」「代替案」のいずれか一つの立場を明確にし、その根拠を提示すること。※是正：
悪い点を改めて正しくすること。 

3. スポーツコーチング論の専門用語（例：指導の倫理、発達段階、インテグリティ、バ
ーンアウトなど）を適切に使用し、論理的な考察を展開すること。 
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問題 2. この表は、運動部に所属している中学生と高校生に対して、「実際に週何日活動し

ているか」と「本当は週何日活動したいか」を調査した結果をまとめたものです。「週

あたりの活動日数」は、1週間の中で部活動に参加する日数を表しています。表中の

「実際の活動状況」は、それぞれの活動日数で、実際に活動している生徒が何人いる

かを示しています。 

    たとえば中学生の場合、1 週間に 7 日活動している生徒は 9 人（3.6％）います。

「本人の希望」は、それぞれの活動日数を希望している生徒が何人いるかを示してい

ます。たとえば中学生の場合、1 週間に 7 日間活動を希望する生徒は 12 人（4.9％）

います。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

出典：笹川スポーツ財団「12～21 歳のスポーツライフに関する調査」2023（P.44【表 D－1】より一部抜粋して改変） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

体育科学科 Vol.3 



問 1.  表 1 からどのようなことが読み取れるかを 200 文字以内で書きなさい。 
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問 2. 表 1 から読み取れたことに基づき、運動部活動の日数の設定のしかたについて、

あなたの考えを 200文字以内で書きなさい。 
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体育科学科 Vol.4 
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